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長崎市立橘小学校 

～寄り合って，寄り添って，みんなで育て，みんなで育つ～ 
かがやけ ひびけ たちばなキッズ 

 TACHIBANA TIMES 
令和 6 年 4 月 10 日発行  文責 校長 宮原 友彦 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

御入学おめでとうございます 
保護者の皆様、お子様の御入学おめでとうございます。 
真新しいランドセルを背負い、期待と少しの不安を胸に、晴れ舞台に臨むお子様たちの姿

は、まさに希望に満ち溢れています。 
本日より６年間、皆様の大切なお子様をお預かりいたします。橘小学校は「安全・安心」を

最上位課題として取り組む学校です。私たち教職員一同は、この入学という門出を心からお祝
いするとともに、これから始まる小学校生活が、お子様にとってかけがえのない学び舎となる
よう、全力を尽くしてまいります。 
小学校は、子どもたちが初めて社会の一員として、様々な経験を積み、成長していく大切な

場所です。友達と協力して課題に取り組んだり、時には意見をぶつけ合ったりしながら、協調
性やコミュニケーション能力を身に付けていきます。また、教科書や授業を通して、知識や技
能を習得し、論理的に考える力を養っていきます。私たちは、お子様一人ひとりの個性や能力
を尊重し、それぞれの可能性を最大限に引き出せるよう、教育活動に取り組んでまいります。 
保護者の皆様には、ご家庭でもお子様の様子を見守っていただき、学校と連携しながら、温か

く励ましてくださいますようお願いいたします。子どもは私たち教職員だけが育てる訳ではあり
ません。教職員と保護者と、そして地域の皆様が、子ども達の健やかな 
成長という同じ目的を共有し、共にその役割を果たしてこそ、その大き 
な目的を達成することができるのです。「寄り合って、寄り添って、み 
んなで育て、みんなで育つ！」は本校の教育理念です。私たち大人一人 
一人が子ども達にとって、宝のような人＝「宝者」となれるよう、共に 
力を合わせていきましょう。 
入学式は、お子様にとって、そしてご家族にとっても、人生の大

きな節目となる日です。この喜びを胸に、お子様が心身ともに健や
かに成長していくことを、教職員一同、心から願っております。 
本日は誠におめでとうございます。 

  

 １年間の願いを込めて！  

 一昨日、ひと足早く始業式を行い、本校がこれから大切にしていく３つのことと６つの学年のイメー
ジを子ども達に話しました。 

 
＜３つの大切にしていくこと＞ 
① 「あいさつを橘の誇りにしよう！」 
② 「失敗は成功のもと、みんなで応援しよう！」 
③ 「学校は楽しく、安心できるところだ！安全・安心の橘小にしよう！」 
 
＜各学年のイメージ＞ 
「輝くリーダー６年生！」     ：６年生は学校の顔です。６年生が橘小のイメージを作ります。 
「アシストばっちり５年生！」：学校はリーダーだけではうまくいきません。５年生がフォロワーと

して、しっかり支えることが大切です。 
「みんなに優しい４年生」  ：総合的な学習などで福祉を学ぶ４年生は、「みんなが幸せになるた

めに、自分は何ができるだろう」ということをしっかり学びます。 
「世界を広げる３年生」      ：今まで家の近くが主な生活の場だった３年生。社会科で地域を学 

び、世界を広げます。 
「まかせた先輩２年生」   ：入学から１年がたち、学校生活でたくさんの経験をつんだ２年生。

優しい１年生の先輩となることを期待しています。 
「学校大好き１年生」    ：学校生活は初めて尽くしの１年生。学校が「うれしい、楽しい、大

好き」となるよう、全校が協力します。 
 
また、この TACHIBANA TIMES は，子ども達の日常や学校からのお願い，校長としての考えなども

掲載していきます。できるだけソフトな感じに仕上げたいと思いますので，気楽な感じでお読みくださ
い。（時には，耳の痛い話題もあります…。(^_^;)）どうぞよろしくお願いいたします。 


